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編集後記にかえて

 ●近 ごろ， イ ンターネ ッ トとい

う言葉 をよ く聞 く。 イ ンターネ ッ

トとは，世界 中の コンピュー タを

っ ないで， ひとっの コ ミュニケー

シ ョンネ ッ トワークを作 りあげる

運動で あ り， その恩恵 にあずかる

には，専門的知識 が無 くて もいい

し， また設備投資 も以前 に比 べる

と，極 めて安 い もので すむ。 その

意味で， イ ンターネ ッ ト(や それ

に基づ いた情報 のや り取 り)は ，

企業の コ ミュニケーシ ョン効率 を

飛躍的 に上 げ，生産性 をあげる も

のだ とよ く言われ る。

 だが，私が イ ンターネ ッ トに期

待す るの は， そう したち っぽけな

効果だ けで はない。私 はイ ンター

ネッ トが 日本の社会構造 を根本 か

ら変えて くれ ると勝 手に期待 して

い る。

 なぜか。 イ ンターネ ッ トは情報
の流れの コ ントロールに関 して，

送 り手 と受 けての二者 しか関与 し

ない，徹底的な分散的意思決定 の

社会 を前提 と して い るか らで あ

る。 階層的な コン トロール の全 く

ない，受 けて と送 り手が個人 と し

て向 き合 う社 会， それが イ ンター

ネ ッ トの前提であ り，わが国の企

業 や社会一 般で個人が分散的 に意

思 決定 す るよ うにな り，「情報 下

克上」を起 こ して いくにはか っこ

うの道具であ る。

 そんな事を考えて いた ら，先 日

あ る大企業 にっ いて，面 白い話 を

聞いた。そ こで は， インターネ ッ

トの ログイ ンアカウン トは，課長

以 上でな くて はもらえな いそうな

のであ る。 インターネッ トの意味

がわか りますか?

 ●近 ごろ， 日本の将来を決定す

るの は，創 造性 豊 か な人 間 で あ

る， とい う意見をよ く聞 く。特 に

これまでの企業埋 没的な会社人間

か ら， より個性豊 かな創造性 に富

む仕事 がで きるよ うに して いかね

ばな らない， と言 われ る。で も，

こうい う時 ほとん どの場合 「企業

がど うや って個人 の創 造性を高め

てい くのか」 とい う視点 で議 論が

進 め られ る。 はた して， 企業 は創

造 性 を マ ネイ ジで きるの だ ろ う

か。

 私 は，創造性 は結局企業 とかが

マネイ ジで きない対象 だ と思 って

いる。 ただ，創造 的な仕事 は事後

的に判断 す ることがで きるか ら，

企業 がマネイ ジで きるのは，創造

的 にな るか もしれない仕事 がで き

る機会 をよ り多 く与 える ことだろ

う。少 しで も トライアルが多 くな

れば，結果 として創造 的 と判 断さ

れる仕事 も増 えて くる。 では， ど

うす ればそ うした機会 を多 くで き

るのか。 われわれが このモノ グラ

フで，考 えたか ったのは こんな こ

となのか もしれない。

 ●幸か不幸 か，私 はいま世 間か

ら注 目を受 け， なん らかの形 でマ

スコ ミに報道 され ない日は無 い と

まで言わ れる慶應義塾大学湘南藤

沢 キャ ンパ ス(略 称SFC)に 勤 め

て いる。SFCが 達成 したことはい

ろい ろ あ るが，そ の大 きな部 分

が，大 学 の 改 革 モ デ ル と して，

デ ィフ ァ ク トス タ ンダー ドを っ

くった事 によるだろ う。競争 を制

す るに は， デ ィ フ ァク トス タ ン

ダー ドを作 り上 げるのが一番 てっ

とりばや いと言わ れる世 の中で あ

る。SFCは 大 学 改革 競 争 で，勝

ちっぱ な しの感が ある。

 それで も競争 とい うものの宿命

と して，厳 しい批判が大学 の内外

か ら，SFCに 投 げか け られ ている

の も事実で ある。私の研究会で，

就職 が内定 して い る学生 が，「会

社 に入 ってか らSFCバ ッシ ング

に気をっ けな さい」 と言われ たそ

うであ る。学生 に とって は，4年

間 「SFCユ ーフォ リア」の中で過

ごして きただ けに，過酷な現実だ

ろ う。

 SFCで は，4年 間 インターネッ

トと新 しい ことへの トライアルの

中で過 ごして きた学生が少な くな

い。 そ こまで お お げ さで な くて

も， イ ンター ネッ トと，なんで も

トライす ることが空気の ような世

界で，4年 間過 ごして きた学生た

ちであ る。そ して，SFC方 式が大

学 のデ ィファク トスタンダー ドに

なれば， 日本中で同 じ空気を吸 っ

て生 きて きた学 生が大量 に企業に

就職 してい くだろ う。

 お願 いだか ら， そ うい う学生 の

分散 的意思 決定 と トライアルの意

欲 を削 がないで欲 しい。 イ ンター

ネ ッ トの ログイ ンアカ ウン トは入

社式 の 日に決 めて， 多少 の リス ク

があ って も， なんで もや ってみ る

機会 を与 えてあげて欲 しい。 それ

がわ が国 の企 業活 動 が創 造 的 に

な って い く一 番 の近 道 なん だ か

ら。        (守島)
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